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第６９回 卒業式 「感謝」 
３月１２日（水）本校体育館において、令和６年度「第６９回卒業式」が挙行されました。多

数の来賓・保護者の皆様が出席される中、卒業する３年生の門出を祝福する素晴らしい卒業式が挙行

されました。卒業式は、中学校での学びの集大成と捉え「中学校最後の授業」と表現され

ますが、まさに「最後の授業」に相応しい立派な式だったと思います。 

第１部の卒業証書授与式は厳粛な雰囲気の中で行われました。担任の呼名にしっかりと返事をし、

卒業証書を受け取る姿は中学校生活３年間での大きな成長を感じさせるものであり、同時に長い時間

をかけて築いてきた「担任との絆」を感じさせるものでした。 

第２部は「感謝」のテーマのもと、在校生である１・２年生とともに、卒業生としての「最後の

発表」が行われました。卒業生一人ひとりの想いが込められた発表は、大きな感動を伴う素晴らしい

フィナーレとなりました。卒業生はもとより、在校生や保護者の皆様にとっても大変心に残る素晴ら

しい卒業式になったと思います。 

これから卒業生は、それぞれの道で新たな一歩を踏み出すことになります。櫛形中学校３年間、あ

るいは義務教育９年間で培ってきたものを糧にし、今後さらに大きく飛躍していくことを期待してい

ます。また、在校生である１・２年生には今まで「よき先輩」であった３年生を目標とし、さら

にステップアップするべく日々の努力を積み重ねていくことを期待しています。 

最後になりましたが、改めて３年生の皆さん、そして保護者の皆様「ご卒業、おめでとうござ

います！」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

with「感謝」「尊敬」 



「新生」櫛形中学校 活動開始 
感動のうちに幕を閉じた「卒業式」の余韻も残る中、翌日（３月１３日） 

の朝の時間帯を利用して１・２年生合同の集会が開かれました。３年生が 

卒業し、在校生だけになると妙に体育館が広く感じられ、もの寂しい思い 

になります。しかし、私たちは前を向かなければなりません。３年生が 

卒業したということは、同時に「１・２年生による新しい櫛形 

中学校」が始まることを意味します。「新しい櫛形中学校は４ 

月に始まるのではなく、今この瞬間から始まるんだ。」そんな 

意味がこの集会には込められているのです。 

まず、校長先生からは、これからの在校生に向けて２つの願い（今後の 

目標）が示されました。１つは、「学校の顔として先頭に立つ自覚」 

を持つこと。そしてもう１つは、形式的な挨拶ではなく、「清々しい挨 

拶ができる人」になること。校長先生の願いや思い、皆さんはどのよう 

に受け止め、どのような思いを感じたでしょうか。 

また、生徒会長の土屋和奏さんからの話や、各学年 

代表（１年生：小林豊成さん、２年生：沢登祐心さん） 

からの決意表明も行われ、最後はこれからの自分たち 

自身を励ますべく、応援歌『紫高の誉れ』を声高らか 

に歌い上げました。 

今後の在校生が、そして「新生櫛形中学校」がよ 

り良い方向に向かっていくことを予感させる、とても 

意味深い集会になったと思います。 


